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キタカギJテクラゲ(Ganione ma oshoro Uchida) 

によると推定されるモズク食中毒について

秋田県男鹿保健所

上 村 孝 次

秋田県衛生科学研究所

児 玉 栄 郎

A いとぐち
昭和 42年7月，秋田県男鹿市船川港町におい

て海藻のモズクを食ぺたことたよつて腹痛，嘔吐

がたこり，加うるに四肢の麻痺，異常しびれ感，

更四咳嗽を伴うという奇妙な症状を呈する食中毒

の発生があった。探知し得た患者は 15名に過ぎ

たかつたが，実際はもすこし多く倍以上あったも

のと推定された。

時期あたかも鰈の産卵期にあたり，四肢の麻痺

様症状からフグの卵，つまりフグ毒による中毒が

疑われたが， 0り肢，殊に両下肢は麻痺にとどまら

ず，触れたり，圧することによつて疼痛を来たす

という末梢感覚神経の異常興奮の他に喀痰を伴わ

ない咳嗽があったので，原因物質を他に需めなけ

ればたらたくたつた。 ， 

まず中毒にいたる経過をのぺると次のようであ

る。

男鹿市船川港下金川在住の漁夫佐藤某が昭和42

年7月11日，船JI諧防波堤沖合 1o omぐらい
の場所でモズクを採取，これを親戚や知人に頒け

たが，このモズクを食ぺた全員が発病した。

また男鹿市船川港の 0商店， S商店， Y商店か

ら買ったモズクを食ぺだ人々も同様に発病した。

y商店のモズクは秋田市土崎港肴町s商店から
仕入れたもので，そのモズクの産地は象潟海岸と

いうことであったが詫細は不明であった。その他

地元の船JII港で附近の海から採取したモズクを買

つていた店舗もあったが， 11日早朝中毒事件を

知り，売れ残りのモズクは全部棄てたということ

であった。

B 患者
患者は 15名，うち男 6名，女9名であつた。

年令階級別に区分すると次のようである。

1 1-2 0オ 4名

2 1-3 0オ 0" 

3 1 -4 0才 3”

4 l -6 o才 1" 
6 l - 7 0オ l" 

7 1-8 0オ 2II 

年令にはあまり関わりのたいという印象をうけ

た。

C 患者の発生日時
患者の発生日時はもちるんモズクの摂食と深い

関係があり，また摂食した中毒物質の量にも関係

があるうけれど，摂食しなかつたものには発生せ

ず，また少量の摂食で発病したかつたものもあっ

た。発生数たらびに発生日時は次のようである。

7月11日 4名

II 1 2日 8名

11 1 3日 1名

II 1 4日 2名

D 瀾胴間
摂食後比較的短かい時間内た起つている。
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3 O分以内 2名

3 0分～ 1時澗以内 2名

1時間～ 1時間 30分 2名

1時間 3O分～ 2時間 2名

2時間～ 2時間30分 7名

E 症状
症状として胃痛，腹痛，悪心，嘔吐があっても

発熱や下痢のたいことが特異である。また倦怠惑

が強く，また圧迫し，擦ったとき，触れた時に疼

痛があり，殊に足先，指先に強く，ために歩行困

難であった。また自発痛というよりも刺激に対す

る感受性が高まり，重症では時折電気が走るよう

で，床た足をつけず，歩行困難を訴えた。

また言語障害や意識に障害がなかつたが，咄頭

に特異な刺激がおこり，あまり喀痰を伴わ方い痙

性咳嗽た似た咳嗽があって，百佑近かつたことも

特異であった。それら症状を一括して出現率を示

すと次のようである。

下痢 0%  倦怠感 8 7% 

悪心 9 3 % 脱力感 3 3 % 

嘔吐 80% 麻痺 2 7 % 

胃 痛 8 0% 全身の痺れ感 100"/, 

腹痛 87% 四肢特た足指 100%

先の疼痛

発熱 0%  咳嗽 8 7 % 

頭痛 0 % 

F 原因物質としてのモズク
モズクは地方たよつてはモゾコ，モクズなどと

いわれている褐藻類モズク科の海草である。船川

地方ではクロモと称されている。

調理方法としてはモズクは洗浄後細切する。こ

れ匠熱湯をかけると緑変し．ドロドロした粘積性

が強くたる。これを(U 汁の実たする．（2) 酢と

大根おろし，眼噌和え，｛31 酢醤油にして，i4)

醤油だけで食ぺる方法があるが，今回中毒の息者

の殆んど全ては山の醤油だけの調理法をえらんで

いる。

G 中毒物質並びに検討

モモズクは毎年初夏の頃採用されて食膳を飾るの

であるが，モズク自体に毒性のあった例は知らな

い。このモズク採取期にはフグの産卵期でもある。

フグのうち船）I鴎内に多いものはコモンフグで，

そのフグはモズクの痙に産卵することが多い。フ

グの卵の大きさ 1四ぐらいで，実際モズクの堂た

産みつけられた多数の卵も見られたのであるが，

患者の中毒症状がフ匁与と一致したいことから，

他のものによる中毒を考えざるを得たくなった。

いるいろ調査しているうちに思い浮んだのがクラ

ゲ毒である。

日本海や北海道の海域には数十種のクラゲが棲

息し，このうち毒クラゲも少たくは方い。

たまたまクロモ（モズク）採りを業とする前記

漁夫佐藤某について訊ねてみると，モズク採取期

にはモズク林たよく棲みつくクラゲがあること，

そのクラゲは大きさ小指の先から十円銅貨位で，

毒性のあること，このクラゲは円形で，その中央

に赤い十字があること，潰れやすいこと，もしも

このクラゲに潜水時腕や大腿部などの軟部が触れ

ると最初掻よう感が士之．り，次いで全身倦怠惑，

全身の痺れ感と疼痛を伴うことなどのことが明ら

かになつた。しかしその佐藤某にそのクラゲの採

取方を依頼したが，その期に恵まれず，プランク

トンの図譜の上で，大きさゃ触手など，また特徴

などを検討したところ，キクヵギノテクラゲが有

力となつた。

このキクカギノテクヲゲ Gonionema OSh-

oro UCHIDAは北海道，浅虫などの海に去Jり
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傘は高さ 3虚，幅L4C71ら放射菅 4本，触手 16 

~80本，その先端はカギ状をたして附着するの

でこの名がある。多くホンダワラに着生するとい

うが，船川港ではモズク匠着生していると思われ

る。刺胞毒は強烈といわれている。しかし毒物の

性状は不明であるとは言え，まず採取して毒性を

検討すぺきであるが，クラゲが入手困難た現状で

ある。

その他このクラゲ毒の他に前述のようたフグ毒

が想定されたが，臨床症状が異なる。

その他船）I湾内海水の汚染（細菌を含めた生物

たらひ:1,r化学物質）を考えられたが，上述のよう

な臨床所見を呈する対象に思い当らなかつた。

H むすび
キクカギ.1テクラゲの自然毒匠よると推定され

たモズク中毒の 1発生例たついて報告した。普通
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有毒クラゲの刺贅による症状は大体その部分匠と

どまることが多いし．またカツオJエポシなどの

触手を海水浴中過つて呑みこまれることもあるが

その場合でも触手の触れたと考えられる部分，す

なわち口腔や咽頭の粘膜，また食道や胃に絶え難

い苦痛をひきおこすものであるが，毒素が胃腸粘

膜から吸収されて四肢の末梢神経四障害を来たす

ということは珍らしく，また貴重な経験と思う。

但しこのクラゲについての生物学的研究は行たわ

れていたいので決定することは避けたが，今後も

これを追求する予定である。
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